
  

JAPANESE@ SOCl   TY@OF@ DEVELOPMENTAL@ BOLOG@   TS 

Ⅰ第 20 回総会報告                                                                                                                                             

Ⅰ第 37 回運営委員会報告                                                                                                                           

Ⅰ第 20 回大会会計報告                                                                                                                               2 

Ⅰ第 20 回大会後記                                           米田満 樹 大会委員長                                           3 

■大会所感                                                             佐々木 津                                                                   3 

Ⅰ学会の発展に 向けて                               安堵郁夫会長                                                             4 

Ⅰ御挨拶                                                                   車中川幹事長                                                             5 

Ⅰ専務 局 より                                                                                                                                                       6 

Ⅰ編集 肩 より                                                                                                                                                       6 

Ⅰお知らせ                                                                                                                                                             8 

Ⅰ助成金筈                                                                                                                                                             @14 

Ⅰ日本学術会議だより                                                                                                                               @25 

Ⅰ会員異動                                                                                                                                                             @27 

■日本発生生物学会会則 ( 改訂版 )                                                                                           @31 

AUGUST 1987 日 木 拷 生 生 物 学 全 
〒 194 東京都 W 四市南大谷 11 
三菱化成生命科学研究所発生生物学研究部 



日本発生生物学会の 諸組織は以下のとおり 変更しました 
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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送についてほ ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御問合せ 下さい。 

事務局 よ りのお願い ソ 

テレホンカード 販売について 

前号のサーキ ， ラ 一でもお知らせ 致しましたが ， 日本発生生物学会発行のテレホンカードを 発 

売中です。 まだお 買 求めでない 方 ，どうぞ 御 購入下さい。 すでに御貰いになられた 方も 2 枚目を 

どうぞ ( そろそろ度数もなくなってぎた 頃 と思いますが…… ) ） 

まだ，たくさん 残っておりますのでどうぞ 御協力下さい。 お願い致します。 詳細は 54 号をごら 

ん 下さい。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 加 藤 由宰予 



第 20 回総会報告 

第 20 回総会は，昭和 62 年 5 月 29 日午後 5 時 よ り京都市伝統産業会館において 開催された。 議長 

に佐藤短打 氏 ( 京人， 理 ・動物 ) を選出した後，以下の 次第で議事が 進行して全て 承認された。 

1. 米田満 樹 第 20 回大会委員長挨拶 

2.  安哨 郁夫会長挨拶 

3. 昭和 61 年度活動報告 

㈲ 事務局より : 並木秀男庶務幹事 

・会員数 昭和 f61 年 4 月 30 日 現在 791 人 

・サーキ，ラー 54-56 号完了 

・運営委員会 3/31 ( 第 36 回 ), 5/27 ( 第 37 回 ) に開催 

( 内容はサーキ ，ラ ー № Rf 及 本号参照 ) 

㈲ DGD 編集委員会より : 米田満 樹 主幹 ( 本号 DGD 編集の項参照 ) 

4. 学術会議について : 平本幸男 ( 本号日本学術会議だよりの 項参照 ) 

5. 昭和 61 年度決算報告 : 藤原昭子会計幹事 ( № 56 参照 ) 

6. 会計監査報告 : 石田秀司会計監査 ( 京人・ 理 ) 適正であ った 旨 報告された。 

7. 昭和 f62 年度学会活動について : 麦蝉郁夫会長 

基本的には例年と 同様に行 う 。 学会の経済的窮乏の 解決に積極的に 取りくむ。 特に DGD の 

質の向上を目指す。 

8. 昭和 62 年度予算案 : 藤原昭子会計幹事 (N0.56 参照 ) 

9. 会員の区分，会費の 改定について : 安堵郁夫会長 

昭和 63 年度より本則第 4 条に学生会員を 設ける 

付則第 2 条を通常会員 1 万円 ( 現在 8 千円 ), 学生会員 8 千円にする ( 本号学生会員の 登録の 

項参照 ) 

10 ．第 21 回大会準備委員長挨拶 : 及川 胤昭 ( 財 ・発生・生殖生物学研究所 ) 

昭和 63 年 5 月 2f ～ 28 に山形市総合 シ 。 ッピソバセ ソタ一内の会議場で 行う。 

11. 閉会の辞 : 佐藤短打議長 

第 37 回運営委員会報告 

  

第 37 回運営委員会は 昭和 62 ヰ -5 月 27 日午後 5 時 よ り京都市伝統産業会館第 10 研修室において 開 

催された。 出席者は以下の 通り。 

安堵郁夫 ( 会長 ), 天野実，江口吾朗，岡田盤古，片桐千明，加藤淑 裕 ，黒田行 昭 ，佐藤短打， 

鈴木義昭，平木幸男，見 元紀 ( 以上運営委員 ), 

米田満 樹 ( 編集主幹，大会委員長 ), 加藤憲一 ( 編集幹事 ), 石田秀司 ( 会計監査 ), 及川嵐 昭 ( 次 

期大会準備委員長 ), 京中川 徹 ( 幹事長 ), 並木秀男 ( 庶務幹事 ), 藤原昭子 ( 会計幹事 ) 
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報告審議事項のうち 総会と重複するものは 省略 

㈹ DGD の買い取り， 及 寄贈の申込を 受け付けている。 ( 事務局 ) 

(2) 実験形態学 誌 ，発生生物学誌が 京大に在庫しているが ， これは希望者に 郵送料でお 分 げす 

る 。 ( 後日サーキュ ヲ 一でお知らせする ) 

(3) DGD の reference に title を入れる。 ( 編集委員会 ) 

(4) 学術会議総会報告 ( 学術会議だより 参照 ) C 平本先生 ) 

(5) N I H の留学生仁木学会員で 希望者があ れば応募出来る ょ 5 考慮する。 ( 平本先生 ) 

(6) 次期大会準備委員長及川先生より 挨拶。 

日本発生生物学会第 20 回大会会計報告 

( 収 入 ] 収入合計 2,428,948 円 

参加費 ( 一般 5,000 円 X225 人，学生 4,000 円 x91 人 ) 1,489J000 

協賛 会 ( 広告掲載。 展示 料等 ) 678,780 

学会本部よりの 補助 250,000 

要旨 集 売上げ 10,000 

利 子 1,168 

( 支 FH) 支出合計 2,163,189 円 

事 務 7,030 円 複写・印刷・ 写真 93,960 円 

郵便・電話・ 交通 41,820 アシスタントバイト 代 (27 人 )  574,100 
コソピュータ 一関係 93,850 院生バイト 代 (9 人 ) 180,000 

会場使用料   566,200 関係者弁当代 81,600 

会長設営 185,402 謝 金 55,400 
ポスターパネル 制ィ乍 78,070 準備委員会開催 (5/30) 50,000 

お茶・お菓子 136,007 懇親会補助 19,750 

( 残 金 コ 残金は学会員への 要旨郵送代金分として 学会へ返金。 265.759 円 
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第 20 回大会後記 

大会委員長 米 田 満 樹 

第 18 回の名古屋大会は ， 口頭発表をやめるという 過激な試みをし ，それは大会委員長の 大西夷 

脇 さんからの私信によると「発表数がふえて 普通の学会なみになってしま 5 状況に対して 問題提 

起をする」試みだったということです。 第 19 回の筑波大会に 続いて大会をひき 受けた私どもの 研 

究室は ， 初めの 内 こそ， 「大会のあ り方」についての 沸騰した議論をしましたが ，私個人は新 ら 

しい冒険に踏みこむ 勇気がなく，大西さんの 間 提 提起は脇において ，甚だ安易ながら ， 口演とポ 

スタ一の二木立・ 2 会場， 15 分口演・ 3 日間・ジンポシ クム なしの，つまり 前回の筑波の 方式を 

まねることにしました。 2 月末に締切った 講演申し込みが ，口頭・ポスター 併せて 120 題 と，例 

年ょ り 少なく，これで 3 時間が浮く計算して 急切シソポ シゥム の企画にかかり ， これで名古屋大 

会 以前のようなスタイルの 大会になりました。 

第 19 回の筑波大会を 経験された岡田盤古さんからの 数々のアドバイスが 大層役に立ちましたが ， 

予期せなこともあ りました。 lm 枚を越えるスライドを 用意する方が 複数おられたことで ，そのよ 

うな場合の対応など 私達は考えていなかったため ，一部の方々には 10 枚に立で無理に 削って頂い 

た一方で，私達が 気づかぬまま 20 枚近いスライドをすべて 使われた方もあ るという不公平な 対応 

なしてしまいました。 スライド枚数制限の 当否を見なおすべきかも 知れません。 

2 月末の参加申込数から 推定した当日参加数の 予想は第 1 口目にクリアされ「興行」を 企画し 

た私達には嬉しい 悲鳴でした。 会員でない参加者のために 留保した要旨集の 予備がすぐなくなり   

あ との方々には 当夜急いで作ったゼロックスコピ 一で代用して 頂く始末になりました。 懇親会の 

方も満員打ち 止めを出す事態でした。 これらのこと 併せてお詫びいたします。 当日参加の見通し 

が立たないのは 会計担当にとって 不安なことで ，諸支出を少しでも 押さえこみたくなるのが 主催 

者 側の心ぼとご 理解ください。 

大会を主催してみて 初めて，過去 19 回のそれぞれを 担当された先人の 努力と情熱のあ とがわか 

りました。 発生生物学会のもっ 独特の魅力と 活力，それらが 主催 堵 たちの情熱をかぎ 立てるのだ 

と ，今思います。 

大 会 所 感 

私は，今年初めてこの 学会に参加したので ，本学会を昔と 比べて云々といった 話は他の方に 任 

せるとして，発生生物学会第 20 合大会に出て 思ったことを 一つだ け 書きたいとおもう。 

本学会は，発生について 個体から遺伝子まで ， 立た那成熟から 分化まで，いろいろな 研究が集 

立っている，従って 多くの方は， 自分の関心に 従って， 2 つの会場を行き 来して演題を 聞かれた 

のではないかと 思 5 。 私も，その様にして 聞いていた一人であ るが，そのような 時に，今回行わ 

れたパソコソを 用いた正確な 時間管理は，非常に 便利であ った。 つまり，私の 属している他の 学 

余 では，複数の 会場を聞こ 5 としても， ( 口頭発表の場合 ), 会場によって 進行速度が違うため ， 
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目的の会場に 入ったときには 既に口演が始まっていたり ，まだ 2 つぐらい前の 演題が行われてい 

たりして，届けように 口演を聞いてまわれず 腹 立たしい思いをすることが 多い。 それに対して ， 

今回のよ 5 に時間が正確であ ると，会場を 移動しても も だがなくて非常によかった。 ただ，パソ 

コンを用いた 運営とい 5 のが初めての 試みであ ったせいか，演者がまだ 不慣れでどうしても 口演 

時間が長くなり ，討論が充分になされないまま 蛍の光が流れてしまうという 傾向があ ったよ 5 な 

気がする。 これでは，活発な 議論が売りもの ( だと私は聞いているが ) 本学会の魅力が 半減して 

いるのではないかと 思 5 。 しかし， この様な欠点は ，発表時間を 長くするとか ， またはこの運営 

方法を前々からよく 宣伝するなどして 演者に時間厳守の 意識を持ってもらい ， 口演を時間以内に 

終らせるようにすること ，などにより 解決されると 思われる。 

いずれにせよ ，今回のように 時間が正確であ るとい 5 ことは歓迎すべきことなので ，単に今回 

限りの運営に 終ることなく ，来年も改良しておこたわれて 欲しいと 思 けしまた他の 学会におい 

ても，特に演題数の 多い学会においては ，この様な運営は 取り入れられて 欲しいと 思け 。 

  

佐 々 木 洋 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

学会の発展に 向けて 

会 長 安 堵 郁 夫 

今年の日本発生生物学会大会で 開催されました 総会で，会費に 関する本学会規則の 改訂が承認 

されました。 まことに 心 ぐるしい学会費値上げの 提案でしたが ，総会で承認して 下さいましたこ 

とを心から感謝しております。 同時に， このたびの会費値上げは ，会員皆様への 学会からのサー 

ビス向上を伴 う ものではないことが ， まことに残俳です。 

会費を値上げしなければならなかった 主要な，むしろただ 一つの理由は ，この約 2 年間におこ 

った は げ しい為替レートの 変動です。 御存知のように ， 本学会が刊行しております "Develop 一 

ment, Growth an,d Differentiation" (DGD) の海外頒布はアカデ ，ッ クプレスの手によって 

おこなわれるようになり ，順調に増加しています。 2 年前の決算では 本学会の総収入の 約 30% は 

nGD の売上げに よ る収入で，販売部数の 増加した現在，為替レートが 2 年前と同一であ るとす 

れば，その収入は 全収入の 40% 以上をしめ，学会の 財政は安定していたはずでした。 しかし， 40 

老 ものドル安の ， DGD 頒布収入はその 頒布量は増加したものの ，総収入の約 0l-y/ 程度に低下し 

てしまいました。 先年度は，事務局経費の 節約，サーキ ， ラ 一の広告獲得，新しい 賛助会員の入 

会など，多くの 会員の皆様，庶務幹事，会計幹事の 努力で赤字決算という 事態は避けることがで 

きましたし，今年度予算として ，実質上は赤字予算ですが ，学会の運営にはさしつかえない 予算 

案を総会に提出できました。 しかし， もし今年度に 会費値上げが 承認されなければ ，来年度の予 

算を組むことはきわめて 困難な状態でした。 

この財政危機を 打開するためには ，消極的に会費の 値上げを考えるだげにとどまらず ， よ り積 

極的方策が必要であ ると考えます。 第一には， より多くの発生生物学に 興味をおもちの 研究者の 

入会をお願いできるよ う にしたいと ぽ 、 っています。 今回，若い大学院生の 皆様の入会を 阻害しな 
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いよう，学生会費を ，本学会としてほ 初めて設定いたしました。 しかし，一般会員の 会費値上げ 

は当然会員増を 困難にすることであ ります。 したがって，本学会に 多くの方々の 参加が期待でき 

るよ 5, より一層魅力のあ る学会になるよ う にしたいと考えています。 

又 ，この度の財政危機は ， DGD の売上げ収入の 円高による減少が 主要因であ りますから， D 

GD の売上げ増で 補填するべく 努力しなければならないと 考えています。 もちろん DGD の売上 

げ増加を直接努力することにほ ，学会として 当然限度があ ります。 したがって， DGD 販売促進 

の基礎となる DGD の質的向上をとれる 事務的な措置を 考えています。 DRD の質的向上 は，編 

案主幹，幹事，委員の 皆様，会員の 皆様の努力に 期待しなければなりませんが ，事務局および D 

GD 編集局として 出来ますことは DGD への投稿が容易になるよ 5, 投稿なさる方々の 負担をへ 

らし，印刷までの 時間を短くすることであ ろうと考えます。 このため 30 号から超過 頁 代を廃止し 

ます。 そして DGD 論文の収容力を 増加させるため A4 版に改訂することを 検討中です。 

今後，可能な 限り日本発生生物学会の 発展が期待できる 方策を講じたいと 考えております。 今 

後ともよろしくお 願いいたします。 

維 『 手実 キ歩 

  

新事務局幹事長 束 中 川 徹 

( 三菱化成生命科学研究所，発生生物学研究部 ) 

7 月 ょ 9 本学会事務局が 早稲田大学教育学部生物学教室から 三菱化成生命科学研究所発生生物 

学 研究部に移ることになり 立した。 学会の財政を 主な事情として 事務局は東京近辺にあ る必要が 

あ り，私共のところが 果して適任であ るかに疑義をもちつつもひとつの 順番としてお 引受けした 

次第です。 と申しますのは ，事務局が単に 学会の事務的お 世話をするばかりでなく ， 成茂 寄付金 

の 配分，山田科学振興財団ほかの 助成金への学会推薦の 決定においても 意見を申しのべる 役割を 

持っているからです。 それと前事務局が 真向からその 影響を受けた 円高状況による 学会の財政信 

機を何とか切り 抜ける秘策を 持たぬことも 不安のひとっです。 今回の会費値上げはその 一策でし 

たが，その他会員数の 増加， DGD の売上げ促進，賛助会員，広告主の 増加すでに従来なされて 

来た努力を持続する 必要を感じています。 これらはすべて 会員各位の積極的な 御協力なしには 到 

底 果 たせるものではあ りません。 この critical な 時期を乗り切って 本学会を守り 育ててゆくため ， 

会員各位の御協力と 事務局に対する 御職 燵 をお願い申しあ げます。 

庶務幹事，会計幹事にはそれぞれ 当 研究部の北村邦夫，加藤山宇子に 引受けていただくことに 

いたしました。 併せてよろしくお 願いいたします。 

安増 郁夫幹事長はじめ ，早稲田大学の 前事務局の方々， 2 年間本当に御苦労様でした。 

事務局より 

学生会員の登録受付 

昭和 63 年度ょり，会員区分が 変更になり， 斬 らたに学生会員が 設げられます。 ( 総会報告 及 ， 
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新会則参照 ) つきましては ，現在学生であ って f6.M 年度も引き続き 学生であ る見込の 者は 下記の要 

  

領 で手続きをして 下さい。 現在学生ではないが f63 年度には学生であ る見込の者は 学生 証 が手に入 

り 次第手続きして 下さい。 

記 ， 口 

イ ．資 格 

  当該年度の一部分の 期間学生であ っても， その年度は学生と 認める。 ( 本学会の年度は 1 月 

1 日より 12 月 31 日進 ) 

( 例 )  三月に卒業する 学生もその年度中は 学生とする。 

，学生とは，学部学生，大学院生， 及 大学，研究所等で 学生誕あ るいはそれに 準ずる証明書を 

有する学生，研究生等を 含む。 

p. 登録手続 

住所，所属，氏名を 明記し，学生 証の コピー ( 有効期間が記入している 部分も含めて ) を添付 

して， 「日本発生生物学会学生会員登録申請」と 表記し，封筒に 入れて， 日本学会事務 セソタコ 

日本発生生物学会 係 ，〒 113 東京都文京区弥生 2-4-16  学会センタービル 内 ， 宛 郵送して下さい。 

ハ ．その他 

通常会員として ，会費を納入した 後は，差額分は 返金致しません。 

編集局よ り 

DGD 編集業務についての 説明 

1, 寄稿論文仁は 主幹が受領書を 出す。 

2, 主幹から Reviewer(S) に原稿コピーを 送り意見を聞く。 

3. Reviewer(S) の意見を参考にして 主幹が採否を 決め，著者へ 通知する。 

ただし，著者へ 改稿が求められることがあ る。 

4. 採択が決った 原稿については ，前記「 DGD 編集についてのお 知らせ」の 7 にあ るよ 5 に， 

主幹が必要と 認めた場合，英文校閲に 回すが，原則として 著者に諒承は 求めない。 著者は校正 

時に再び改めることは 可能であ る。 

5. 採択された論文は 幹事へ回され ，幹事は主幹と 打合せしながら 原則として採択 順 に各号への 

掲載分を決める。 

6. 幹事は印刷可能なよ う に原稿を整理し ， 図 。 表の縮小率などを 決めるが，印刷体裁上などの 

事で，著者への 問い合せは原則として 幹事が当 る 。 なお， カラ一印刷については 別代金となる 

ので，別途著者へ 連絡する。 

7.  ゲラは校正のため 著者に送られるが ，その前に印刷会社では ， ゲラ刷を社内校正するととも 

に ，幹事に送り ，幹事も校正に 当 る 。 但し，印刷の 進行状態によっては ，幹事校正と 著者校正 

が同時になる 場合もあ る。 
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8. 著者は校正清 め ゲラを主幹へ 送る。 主幹の チ，ック を受けたゲラは 幹事へ送られ ， 再 チェッ 

ク後印刷会社へ 渡される。 再校以降は原則として 幹事において 行う。 

9.  また著者はゲラと 同時に送られてくる 別刷の注文書 C 「 eprint order form) と 支払方法通知 

書 をできるだけ 早く印刷会社へ 送る。 

10 ．印刷会社で 雑誌が完成し ，学会事務 セ ソタ 一 からの名簿に 基づいて会員へ 郵送される。 

  

  

DG ロ 編集についてのお 知らせ 

一一投稿規定 (Notice to Autho めが少し変わります 

編集主幹 米 田 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 一 

今年になって 29 巻 1.2.3 号が出版され ， 4 号がまもなくお 手許に届きます。 併せて 39 篇の論 

文 C$ ち ，ニレビ， 一 3 篇 ) が掲載されることになります。 

第 20 回大会の研究発表の 要旨は 4 号にでます。 会員の方々； 、 らは沢山の投稿をいただいていま 

すが， DGD のサイズを大型化 CA4 版 ) にしたいとい 5 ご意見が多く ょ せられているので ，そ 

れを実現するには ，さらに，論文が 必要です。 会員の方々には ， よ い論文を多数 おょせ 下さる ょ 

ぅ お願いいたします。 

なお投稿規定の 一部を改訂しました。 

㈹ 印刷ぺージ制限を 12 ぺ ー ジまでにふやす 

(2) 文献リストのスタイルを 変える 

㈹ 英文校閲を有料化する。 

新規定は 8 月にでる本誌 4 号に掲載しますので ，以後の投稿は ，それに従ってください。 なお 

従来通りの規定も 含め ， 特に注意して 頂きたいのは 次のとおりです。 

1)  オリジナルとコピー 2 部合計 3 セット ( テキスト・ ヌ ・ 表 ・図の説明 ) を主幹 死 に送ってく 

ださい。 ( 従来どおり ) 

2)  テキストの 第 1 ぺ ー ジ な タイトルページとします。 論文題目。 5 つまでのキーワード ( カッ 

コの 内に ) . 著者とそのアドレス・テキストの 枚数 ( 文献りストも 含む ) . 図 と表の枚数・ ラソ 

ニソ グタイトル C40 字以内 ) の 他 ，連絡先のアドレス ( 日本語で ) を電話番号をかきこんでく 

ださい。 著者が複数の 場合， どなた へ 連絡するかを 明記してください。 

3)  アブストラクト・ 本文・文献りストをこの 順に連続してぺ ー ジを し 、 れてください。 ァ ブスト 

ラクト は 200 話以内です。 ( 従来どおり ) 

4)  図 ( 線画と写真 ) はできればテキストと 同じ A4 の台紙 ( あ まりあ つくないものが 好都合 ) 

に て ウソ ト してください。 郵便の途中で 折れる心配があ る場合は台紙とは 別の厚紙ではさんで 

ください。 コピー (2 部 ) は直読のため 使うので線画の 場合はゼロックスコピ 一でかまいませ 

んが，写真は 必ずオリジナルに 使うものと同質のものにしてください。 図についてはこの 他に 
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も 細かい指定があ ります。 本誌の ( 英文の ) 投稿規定を必ずお 読みください。 

5) 文献リストのスタイルを 変えます。 これまでは本文中で 引用される順で ナソバりソバ して 頂 

ぎましたが， これからは文献を 著書名のアルファベ " ト 順に並べてナンバリンバしてください。 

更に， これからは，個々の 文献のタイトルもリストに 含めてください ( これが一番大きい 変更 

です ) 。 文献の記載の 仕方については ， DGD Vol.2g N04 の "Notlce to Author" の例に従 

ってください。 

6) 論文を受理してから 1 か 月以内に，採択 か 返却かの返事を 出せる よう に努力しますが ， 5 週 

間を超えても 査読 がすまないとぎは 主幹ょり著者 宛 そのむね通知します。 なを編集主幹へ 送ら 

れてきた原稿の 採否が決まり 刊行されるまでの 経過については ，別記「 DGD 編集業務にっ ぃ 

てを参照ください。 

7)  採択された原稿についての 英文手直しが 必要と主幹が 判断したときほコピーを 英文校閲にま 

わします。 校閲費用はこれから 以後投稿者に 負担して頂くことになりましたから 予めご承知 お 

きください。 

8) 訂正ずみの校正刷りは                                                                   編集主幹 へ， 

別刷りの注文書・ 支払方法・通知書は                         印刷所 へ， 

別々にお送りください。 ( とぎどき送り 先をまちがえる 方があ ります カ 

原稿 ( 図や写真を含めて ) は特別のことがなければ 返送の必要はあ りません。 

9) 28 巻 3 号以来， ，ニレビ， 一 を掲載しています。 これまでは編集委員会が ，依頼して書いて 

頂いているものですが ， これからは広く 投稿者をつのります。 その場合は執筆される 前に編集 

委員のだれかにご 相談ください。 

10) 発生生物学会会員が 大会で発言する 内容のアブストラクトは 査 読の手続きなしにすべて 原文 

のまま掲載されます。 従って内容に 関して DGD 編集委員会が 責任を負 5 ものではあ りません。 

( サーキュラ ー №， 35 参照 ) 

原稿の送り先および 採択 / 英文校閲までの 連絡先     

編集主幹 米田満 樹 〒 606  京都市左京区北自 川 京都大学理学部動物学教室 

T  E  L  (075)  75L2l11  内線 4082 

採択後印刷出版までの 段階での連絡先     

編集幹事 加藤憲一 〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 大阪教育大学生物学教室 

T  E  L  (06)  77L8131  内線 251 

印刷会社 大学印刷株式会社 〒 730  広島市中区十日町㌻ 3 Ⅰ 3 
  
TEL@ (0822)@ 31-4231 

お知 ら せ 

国際シンポジウムのお 知らせ 

天皇陛下御在位 60 年を記念して ，わが国において 設立されました T 国際生物学賞 ] は本年をも 
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って第 3 回を迎えます。 本年度の受賞の 対象は「発生生物学」であ ります。 この受賞を記念して ， 

受賞者の出席を 得て対象分野についての 国際シソポジウムを 開催するならわしとなっており ，本 

年度は当岡崎市基礎生物学研究所において ，， n1 月 27 日， 28 日の 2 日に実施すべく 計画をしており 

ます。 

準備できる会場の 関係もあ り，およそ 100 名程度のサイズの 集会とする予定であ ります。 従 っ 

て，一般的に 公開できないのは 残俳であ りますが， 日本発生生物学会会員の 方々には是非，参加 

頂きたいと考え ， ご案内する次第です。 

期日 : 1987 年 11 月 27 日 ( 金 ),  28 日 C 土 ) 

場所 : E,l 崎市 明大寺町 

岡崎国立共同研究機構 基礎生物学研究所 

主題 :Regulation Mechanism of Developmental Process 

プロバラム : 未定であ りますが，国際生物学賞受賞者を 含め 20 名程度 ( 外人 10 名 ) のスピーカー 

を招待します。 招待外国人としては ， 1gor B. David (NIH, US), Brigid Hogan (London, 

UK), Laurinda Jaffe (Formington, US), Lauri Saxen (Helsinki, Finland) 他を予定し 

  

ています。 

参加をご希望の 方は，恐縮ですが 9 月 10 日までに下記へお 申込み下さい。 その後，プロバラム ， 

御案内をお送りします。 但し，会場の 収容数の限度があ り，多数のお 申込みのあ った場合は ，実 

際に参加頂く 方は当方にてセレクトさせて 頂くこともあ ります。 この点，残俳ですが 予めご諒承 

下さい。 

申込み 先 : 〒 444  岡崎市明大寺町 

基礎生物学研究所 

長 沼 嘉 幸 

( シソポジウム 幹事 ) 

基礎生物学研究所 

岡 田 節 人 

( シンポジウム 主催者 ) 

日本宇宙生物科学会第一回大会 協賛のお願い 

日本宇宙生物科学会世話人 佐藤 温重 ，高橋 景 Ⅰ山田晃腔 

宇宙と生物科学の 接点に関連する 広い分野の研究を 振興するために ， 日本宇宙生物科学会の 設 

立と第一回大会の 開催を準備しております。 現代生物科学の 展開の上に宇宙はいかなる 契機を与 

えるか，また 新時代を迎えた 宇宙開発において 生物科学が獲得すべき 知識は何かという 主題のも 

とに第一回大会を 組織しております。 宇宙生物科学とこれに 関連する分野は ，重力や放射線など 
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